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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成26年4月3日(2014.4.3)

【公表番号】特表2013-528704(P2013-528704A)
【公表日】平成25年7月11日(2013.7.11)
【年通号数】公開・登録公報2013-037
【出願番号】特願2013-508328(P2013-508328)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  14/24     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  14/24    　　　Ｅ
   Ｃ２３Ｃ  14/06    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　若干量の、鉄、ニッケル、コバルト及びクロムからなる群から選ばれる１種以上の、金
属並びに炭素を含有する、物理蒸着のための二ホウ化チタン　ターゲットにおいて、
－　ＴｉＢ2粒子の平均粒度が１μｍ～２０μｍであり、
－　炭素含有量が０．１～５重量％の範囲内であり、
－　Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｏ及び／又はＣｒの全含有量が５００～３，０００μｇ／ｇの範囲内
であり、
－　炭素が、個々の炭素粒子間の平均距離が２０μｍ未満であるように遊離した形で、Ｔ
ｉＢ2粒子の粒界に分布しており、
－　気孔率が５容量％未満である
ことを特徴とする二ホウ化チタン　ターゲット。
【請求項２】
　炭素含有量が０．５～３重量％の範囲内であることを特徴とする請求項１に記載の二ホ
ウ化チタン　ターゲット。
【請求項３】
　ＴｉＢ2粒子の平均粒度が２μｍ～１０μｍであることを特徴とする請求項１又は２に
記載の二ホウ化チタン　ターゲット。
【請求項４】
　１，０００～２，０００μｇ／ｇの範囲内のＦｅ含有量を有することを特徴とする請求
項１～３のいずれか１項に記載の二ホウ化チタン　ターゲット。
【請求項５】
　ＴｉＢ2粉末と黒鉛粉末とからなる出発粉末混合物を、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｏ及びＣｒから
なる群から選ばれる一つ以上の金属を含んでなる粉砕用ビーズを用いて、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃ
ｏ及び／又はＣｒの全含有量が５００～３，０００μｇ／ｇの範囲内となるまで、粉砕ユ
ニットで粉砕し、且つ、粉砕し終わった粉末混合物の圧縮を、１０ＭＰａ～４０ＭＰａの
範囲内のプレス圧及び１，６００℃～２，０００℃の範囲内の温度で加熱プレスによって
、行なうことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の二ホウ化チタン　ターゲ
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ットの製法。
【請求項６】
　ＴｉＢ2粉末と黒鉛粉末とからなる出発粉末混合物を、磨砕器中で鉄から成る粉砕用ビ
ーズを用いて鉄含有量が１，０００～２，０００μｇ／ｇの範囲内となるまで、粉砕し、
且つ、粉砕した粉末混合物を、加熱プレスによって、２５ＭＰａ～３５ＭＰａの範囲内の
プレス圧及び１，６００℃～１，８５０℃の範囲内の温度で圧縮することを特徴とする請
求項５に記載の二ホウ化チタン　ターゲットの製法。
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